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事務局
秘書室主任　笠原　縁里

　
皆
川
秀
夫
先
生
が
２
０
２
５
年

３
月
26
日
の
勤
務
を
最
終
日
に
退

職
さ
れ
ま
す
。

　
２
０
０
４
年
４
月
よ
り
昨
年
11

月
ま
で
の
20
年
以
上
を
二
日
町
診

療
所
の
院
長
と
し
て
務
め
ら
れ
ま

し
た
。私
は
主
に
休
日･

夜
当
番
に

つ
い
て
の
や
り
と
り
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
。二
日
町
診
療

所
は
２
０
２
２
年
４
月
ま
で
３
６

５
日
営
業
で
し
た
の
で
、年
末
年

始
・
土
日
・
祝
日
の
勤
務
当
番
も
あ

り
、そ
し
て
診
療
所
で
は
あ
り
ま

す
が
在
宅
訪
問
診
療
も
行
っ
て
い

る
の
で
夜
間
帯
の
当
番
も
あ
り
ま

す
。皆
川
先
生
は
平
日
勤
務
は
ほ

と
ん
ど
休
ま
れ
る
こ
と
な
く
、月

１
回
週
末
当
番
や
祝
日
勤
務
も
さ

れ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
な
か
で
も

急
な
当
番
日
の
交
代
依
頼
な
ど
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
の
相
談
を
い

つ
も
快
い
雰
囲
気
で
行
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

個
人
と
し
て
は
子
ど
も
・
親
の

体
調
不
良
時
は
か
か
り
つ
け
医
と

し
て
診
て
い
た
だ
き
、何
よ
り
大

好
き
だ
っ
た
祖
母
を
在
宅
で
、夜
中

に
来
て
い
た
だ
き
看
取
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
私
は
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。皆
川
秀
夫
先
生
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

萌気会　理事長
萌気園浦佐診療所　院長　黒岩　巌志

皆
川
秀
夫
先
生
へ

　
　
　
　
　
感
謝
の
こ
と
ば

　

皆
川
先
生
に
は
、20
年
間
、萌

気
園
二
日
町
診
療
所
の
院
長
と

し
て
萌
気
会
の
医
療
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。萌
気
会
創
立

か
ら
33
年
、二
日
町
診
療
所
創

立
か
ら
26
年
な
の
で
二
日
町
診

療
所
は
皆
川
先
生
が
育
て
て
く

れ
た
診
療
所
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
皆
川
先
生
は
千
葉
県
出
身
で
、

出
身
大
学
は
千
葉
大
学
。専
門

は
泌
尿
器
科
・
皮
膚
科
で
す
。医

師
紹
介
会
社
を
通
し
て
２
０
０

４
年
４
月
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

診
療
面
で
は
膀
胱
・
前
立
腺
・

皮
膚
に
関
し
て
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
相
談
さ
せ
て
い
た

皆川先生20年間
  ありがとうござました！
皆川先生20年間
  ありがとうござました！
皆川先生20年間
  ありがとうござました！
皆川先生20年間
  ありがとうござました！

だ
き
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
が
以
前
訪
問
先
で
膀
胱
留
置

カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
が
で
き
ず

に
お
手
上
げ
状
態
だ
っ
た
時
、皆

川
先
生
が
二
日
町
診
療
所
か
ら

患
者
宅
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
て

挿
入
し
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。ま
さ
に
救
世
主
現
る
‼

で
し
た
。

　

私
は
浦
佐
診
療
所
勤
務
だ
っ

た
の
で
普
段
は
滅
多
に
お
会
い

で
き
な
い
の
で
す
が
、診
療
や
会

議
な
ど
で
二
日
町
診
療
所
に
立

ち
寄
っ
た
際
に
私
か
ら
お
声
掛

け
す
る
と
き
は
い
つ
も
穏
や
か

な
笑
顔
で
受
け
答
え
し
て
い
た

だ
き
、自
分
も
こ
う
振
舞
え
る
よ

う
努
力
し
な
け
れ
ば
・・・
と
い
つ

も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

忘
年
会
の
時
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、冗
談
を
言
っ
て
周

囲
を
笑
わ
せ
て
い
る
皆
川
先
生

の
姿
で
す
。な
か
な
か
マ
ネ
で
き

る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
自
分

も
周
囲
を
笑
わ
せ
ら
れ
る
人
に

な
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
拝
見

し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
、お
酒
が
好
物
の

皆
川
先
生
と
二
日
町
ス
タ
ッ
フ

数
名
で
飲
み
会
を
開
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
お
酒
と
と
も
に
皆
川

先
生
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
お
話

な
ど
を
沢
山
お
聞
き
し
、と
て
も

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。初
孫
娘    

（
み
お
ち
ゃ
ん
）の
話
を
満
面
の

笑
顔
で
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

　

千
葉
県
か
ら
縁
遠
い
こ
の
豪

雪
地
域
南
魚
沼
で
20
年
間
に
わ

た
り
当
地
の
医
療
に
貢
献
頂
い

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
後
の
先
生
の
人
生
が
幸

多
き
も
の
と
な
る
こ
と
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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死
者
と
生
者
の

　
　
　
　
　
共
存

　

私
は
こ
れ
ま
で
老
い
と
死
を
考

え
て
き
た
。し
か
し
今
回
は
老
い
を

ぬ
い
て
生
と
死
を
語
っ
て
み
た
い
。

　
急
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
が
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
墓
碑「
死
者
と
生

者
の
共
存
」を
紹
介
し
た
い
。た
ま

た
ま
手
に
と
っ
た「
生
と
死
の
美
術

館
」（
岩
波
書
店
）第
三
画
に
と
り
つ

か
れ
て
し
ま
っ
た
。　

　
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
墓
地
ケ
ラ
メ

イ
コ
ス
出
土
の
前
四
世
紀
の「
少
女

の
墓
」だ
。男
で
は
な
く
少
女
だ
が
。

ア
テ
ネ
国
立
考
古
学
博
物
館
に
蔵

さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。

　

墓
碑
は
大
理
石
の
レ
リ
ー
フ
で
、

父
母
と
少
女
の
像
だ
。死
ん
だ
少

女
と
両
親
だ
。見
と
れ
る
だ
ろ
う

か
、「
薄
明
の
か
げ
り
の
な
か
で
、母

の
視
線
を
こ
ら
え
な
が
ら
、そ
の
手

を
そ
っ
と
と
る
。そ
の
少
女
の
愁
わ

し
げ
な
眼
差
し
、も
の
問
い
た
げ
な

唇―

。」

　
し
か
し
、そ
れ
は
死
の
悲
し
み
を

悲
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。三
人

の
想
い
は
一
つ
の
世
界
に
溶
け
こ

み
、お
互
い
の
心
か
ら
心
へ
と
永
遠

に
回
帰
し
て
い
く
。こ
こ
に
は
な

お
、少
女
の
生
前
の
日
常
の
時
間
が

や
さ
し
く
流
れ
て
い
る
。永
遠
の
時

間
が
流
れ
て
い
る
と
し
か
思
え
な

い
静
謐
な
ト
ポ
ス―

。

　

こ
の
ギ
リ
シ
ャ
の
生
と
死
も
心

を
通
わ
せ
て
い
る
レ
リ
ー
フ
で
私

は
三
男
乙
水（
い
つ
み
）の
急
死
を

思
っ
て
い
る
。こ
の
死
の
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
、ま
だ
立
ち
直

れ
な
い
自
分
を
、

な
ん
と
か
引
き

立
て
る
よ
う
に

と
、こ
の
レ
リ
ー

フ
の
親
子
像
に

救
い
を
求
め
て

い
る
。

　

こ
の
少
女
の

像
を
乙
水
の
像

に
置
き
換
え
て

い
る
自
分
を
眺

め
て
い
る
。古
代

ギ
リ
シ
ャ
人
の
よ

う
に
な
れ
る
か
！

萌気会　相談役
黒岩　卓夫

老衰老衰安心コラム安心コラム
　

「
老
衰
」
と
い
う
言

葉
は
た
だ
年
を
取
っ
て

心
身
と
も
に
力
が
な
く

な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
し
か
し
こ
の
言
葉

を
ど
う
使
う
か
は
複
雑

だ
。
死
亡
診
断
書
の

「
死
亡
名
」
に
つ
け
る

こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ

を
嫌
う
医
師
も
い
る
。

人
生
を
家
族
か
ら
み
る

と
、
妻
・
子
・
孫
・
ひ

孫
と
皆
そ
れ
ぞ
れ
家
族

の
一
員
だ
。

　

そ
し
て
「
死
」
ま
で

思
う
と
、
簡
単
に
定
義

す
る
こ
と
は
む
つ
か
し

い
。

　

私
は
「
老
衰
」
は
、

「
生
」
と
「
死
」
が
半

分
づ
つ
共
存
し
て
い
る

状
態
を
考
え
た
い
。
死

あ
っ
て
の
生
と
眺
め
た

い
。　

　

そ
し
て
生
と
死
の
間

に
「
老
」
を
お
か
な
い

と
生
と
死
も
わ
か
ら
な

く
な
る
。  

　

「
老
衰
」
と
い
う
言

葉
は
た
だ
年
を
取
っ
て

心
身
と
も
に
力
が
な
く

な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
し
か
し
こ
の
言
葉

を
ど
う
使
う
か
は
複
雑

だ
。
死
亡
診
断
書
の

「
死
亡
名
」
に
つ
け
る

こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ

を
嫌
う
医
師
も
い
る
。

人
生
を
家
族
か
ら
み
る

と
、
妻
・
子
・
孫
・
ひ

孫
と
皆
そ
れ
ぞ
れ
家
族

の
一
員
だ
。

　

そ
し
て
「
死
」
ま
で

思
う
と
、
簡
単
に
定
義

す
る
こ
と
は
む
つ
か
し

い
。

　

私
は
「
老
衰
」
は
、

「
生
」
と
「
死
」
が
半

分
づ
つ
共
存
し
て
い
る

状
態
を
考
え
た
い
。
死

あ
っ
て
の
生
と
眺
め
た

い
。　

　

そ
し
て
生
と
死
の
間

に
「
老
」
を
お
か
な
い

と
生
と
死
も
わ
か
ら
な

く
な
る
。  
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　先月8日、魚沼基幹病院講堂で第1回『魚
沼の食べる会（略称）』が開催された。代表
は、魚沼市立小出病院院長の布施克也医
師、副代表は私、事務局長は魚沼基幹病院
リハビリ科兼総合診療科医師の大西康史医
師である。この会の主な目的は、摂食嚥下に
おける『技術』『経験』『想い』を多職種で共
有し、皆が対等に話し合い、学び合うことであ
る。今回の参加者は約130人（約50人が会
場参集、約80人がオンライン参加）。魚沼圏
域だけではなく圏域外からの参加もあった。
　会の前半は、摂食嚥下障害における医療
倫理の分野で御高名である浜松市リハビリ
テーション病院特別顧問藤島一郎先生によ
る特別講演。タイトルは、『高齢者の「食べる」
に向き合う～臨床倫理の視点から』。嚥下機
能が低下し誤嚥性肺炎を繰り返す患者が、
死んでもいいから好きなものを口から食べたい
と望んだ時、『医学的に命を失う可能性が有
り食べるべきではない』と『自分の生死は自分
で決める権利があるので食べる』ことは相反す
るが両方とも正しい。どちらを選ぶか？は『命』
にかかわることであり簡単に結論は出せない。
講演では、判断に苦しむ事例を紹介しなが
ら、結論を出すまでの過程において大切なこと
を教えて頂いた。演者は、『患者の意向』『患
者の価値観』『患者の人生観』『患者の治療
目標』『患者の意思表明能力』『家族の希
望』『本人以外の誰の意見を尊重するか』
『家族による代理判断の適否』『医師による病
状・余命判断、治療方針』『飲み込む能力』
『胃瘻の功罪』などについて本人、家族、主治
医、関係多職種が車座になって繰り返し時
間をかけて意見交換することで『患者にとって
の最善』に近づけるよう努力することが大切で

　先月8日、魚沼基幹病院講堂で第1回『魚
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講演では、判断に苦しむ事例を紹介しなが
ら、結論を出すまでの過程において大切なこと
を教えて頂いた。演者は、『患者の意向』『患
者の価値観』『患者の人生観』『患者の治療
目標』『患者の意思表明能力』『家族の希
望』『本人以外の誰の意見を尊重するか』
『家族による代理判断の適否』『医師による病
状・余命判断、治療方針』『飲み込む能力』
『胃瘻の功罪』などについて本人、家族、主治
医、関係多職種が車座になって繰り返し時
間をかけて意見交換することで『患者にとって
の最善』に近づけるよう努力することが大切で

あると述べていた。『命』がかかわる『医療倫
理』、命を目の前に、医療・介護者として、そし
て人としてどう振舞うべきか？・・・直ぐに答えが
出なくてもいい、皆で繰り返し話し合う過程が
最も大切であることを教えて頂いた。 
　後半のシンポジウム『食べる幸せを支える私
たちの取り組み』では、魚沼基幹病院脳外科
医師、県立十日町病院脳卒中リハビリテー
ション看護認定看護師、魚沼市立小出病院
管理栄養士、南魚沼市民病院言語聴覚
士、南魚沼市内介護事業所管理者（ケアマ
ネ）と4医療機関、1介護事業所から異なる職
種の5人にそれぞれの立場から活動報告をし
て頂いた。座長は私と湯沢医療センターの管
理栄養士栁真紀さん。多職種が密に連携
し、患者・家族にしっかり寄り添いながら最善の
着地点を見出す・・・それぞれの機関での
様々な活動報告はどれも示唆に富む素晴ら
しい内容で多くを学ばせて頂いた。

　今後とも『食べる幸せを支える魚沼の会』へ
のご支援、ご協力を頂けると幸いである。
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士、南魚沼市内介護事業所管理者（ケアマ
ネ）と4医療機関、1介護事業所から異なる職
種の5人にそれぞれの立場から活動報告をし
て頂いた。座長は私と湯沢医療センターの管
理栄養士栁真紀さん。多職種が密に連携
し、患者・家族にしっかり寄り添いながら最善の
着地点を見出す・・・それぞれの機関での
様々な活動報告はどれも示唆に富む素晴ら
しい内容で多くを学ばせて頂いた。

　今後とも『食べる幸せを支える魚沼の会』へ
のご支援、ご協力を頂けると幸いである。

第1回
『食べる幸せを支える魚沼の会』報告

第1回
『食べる幸せを支える魚沼の会』報告

第1回
『食べる幸せを支える魚沼の会』報告

第1回
『食べる幸せを支える魚沼の会』報告

萌気会　理事長
萌気園浦佐診療所　院長　黒岩　巌志
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　口から食べると言う事は生きて行く為に最も大切な事です。栄養を摂取するだけではなく　人生の
喜びや、意欲、人との繋がりを育みます。最期まで好きなものを好きなだけ食べる事が一番の幸せだ
と思っています。
●嚥下障害や病気などからで制限をかける
　食べさせたいけど食べさせる事が出来ない現状。禁飲食でのリスク回避を選ぶのか？
●本人の「食べたい」という気持ちを優先するか、どれだけ尊重できるのか？　
　本人、家族、多職種　それぞれの立場からの意見をすり合わせ、その人にとって何が一番の幸せに
繋がるのかを考えていく事が大切なのだと思います。
　管理栄養士として、毎日の業務を行いながら色々なケースで難しさを実感しています。
　今回の研修で多方面からの話が聞くことが出来とても良い勉強になりました。

　口から食べると言う事は生きて行く為に最も大切な事です。栄養を摂取するだけではなく　人生の
喜びや、意欲、人との繋がりを育みます。最期まで好きなものを好きなだけ食べる事が一番の幸せだ
と思っています。
●嚥下障害や病気などからで制限をかける
　食べさせたいけど食べさせる事が出来ない現状。禁飲食でのリスク回避を選ぶのか？
●本人の「食べたい」という気持ちを優先するか、どれだけ尊重できるのか？　
　本人、家族、多職種　それぞれの立場からの意見をすり合わせ、その人にとって何が一番の幸せに
繋がるのかを考えていく事が大切なのだと思います。
　管理栄養士として、毎日の業務を行いながら色々なケースで難しさを実感しています。
　今回の研修で多方面からの話が聞くことが出来とても良い勉強になりました。

　食べることってなんだろう。生存？生きるため？…でも、私は生きるために食べることはできても『おいし
く』はならないと思いました。じゃあ、『おいしい』とは、なんだろう？ハイマートの利用者さんには甘いもの
が好きな人が多いけど、世の中には苦いコーヒーを好む人だっているはずです。
　それにどんなに美味しいものでも、独りで食べては『まぁまぁ』に感じてしまうこともあります。そんな時に
でも「一緒に食べたいなぁ」「おいしいから、おススメしたいなぁ」とか思い浮かべ人と一緒に食べるこ
とができたら、しあわせだと感じるんだろうなぁと思いました。

　食べることってなんだろう。生存？生きるため？…でも、私は生きるために食べることはできても『おいし
く』はならないと思いました。じゃあ、『おいしい』とは、なんだろう？ハイマートの利用者さんには甘いもの
が好きな人が多いけど、世の中には苦いコーヒーを好む人だっているはずです。
　それにどんなに美味しいものでも、独りで食べては『まぁまぁ』に感じてしまうこともあります。そんな時に
でも「一緒に食べたいなぁ」「おいしいから、おススメしたいなぁ」とか思い浮かべ人と一緒に食べるこ
とができたら、しあわせだと感じるんだろうなぁと思いました。

　藤島一郎先生の貴重な御講演とシンポジウム、詳しい症例紹介が中心で本当に勉強になりまし
た。「どうしたら本人の意志を尊重しながら安全においしく食べられるか」に正面から向き合う中、医療
でも介護でもよく似た悩みやジレンマを抱えているのだと感じました。
 お一人お一人の「食べたい」又は「食べたくない」そして「元気に家で暮らしたい」という当たり前の幸
せが叶うように多施設、多職種が共に話し合い高め合える、そんな心強い会になっていくのではない
かと感じました。

　藤島一郎先生の貴重な御講演とシンポジウム、詳しい症例紹介が中心で本当に勉強になりまし
た。「どうしたら本人の意志を尊重しながら安全においしく食べられるか」に正面から向き合う中、医療
でも介護でもよく似た悩みやジレンマを抱えているのだと感じました。
 お一人お一人の「食べたい」又は「食べたくない」そして「元気に家で暮らしたい」という当たり前の幸
せが叶うように多施設、多職種が共に話し合い高め合える、そんな心強い会になっていくのではない
かと感じました。

浦佐栄養調理室
久川　真美

萌気園浦佐有料老人ホーム「ハイマートハイム島田」
介護職員　小林　成美

訪問リハビリテーションりらいふ
言語聴覚士　金本　優理

後半のシンポジウムでコメントしている藤島一郎先生後半のシンポジウムでコメントしている藤島一郎先生

参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声
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和
解
あ
る
老
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死
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❶

原
作
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黒
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卓
夫
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福
留
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方
言
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
お
か
っ
へ

人は誰にでも思い出はたくさんある。でも何かあれば思い出してしまうものもある。さらにどちらかといえ
ば、良い、楽しい思い出だ。すえさんはどうだろう。「あさつき」そして「すぐりの紅い実」、おそらく「あさつき」
は亡き夫の思い出か、「紅いすぐりの実」はすえさんの青春かもしれない。できれば聞いてみたい。
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　3月４日に地蔵の湯では裸押合大祭が開催されました。
　地蔵の湯青年団による白熱した押し合いと、福餅撒与を
行いました。
　福と書いた紙を拾った皆さんと青年団の皆さんです。皆さ
んにとって良い１年になりますように。

　3月４日に地蔵の湯では裸押合大祭が開催されました。
　地蔵の湯青年団による白熱した押し合いと、福餅撒与を
行いました。
　福と書いた紙を拾った皆さんと青年団の皆さんです。皆さ
んにとって良い１年になりますように。

レクリエーションの時間などに利用者さんと一緒に作った曼陀羅華のおひなさまとおだいりさま。
たくさんの笑顔を撮影することができ、とても素敵な思い出になりました。
レクリエーションの時間などに利用者さんと一緒に作った曼陀羅華のおひなさまとおだいりさま。
たくさんの笑顔を撮影することができ、とても素敵な思い出になりました。

　たもんの郷では、3/3にひな祭りデザートバイキングを開
催。甘酒と一緒に数種類のケーキをご用意しました。ま
た、壁に利用者さん達と職員が一緒に作ったおひなさま
を飾ってお祝いをしました。

　たもんの郷では、3/3にひな祭りデザートバイキングを開
催。甘酒と一緒に数種類のケーキをご用意しました。ま
た、壁に利用者さん達と職員が一緒に作ったおひなさま
を飾ってお祝いをしました。

ひな祭り行事ひな祭り行事ひな祭り行事ひな祭り行事

たもんの郷たもんの郷たもんの郷たもんの郷

曼陀羅華曼陀羅華曼陀羅華曼陀羅華

裸押し合い祭り裸押し合い祭り裸押し合い祭り裸押し合い祭り

地蔵の湯地蔵の湯地蔵の湯地蔵の湯

イチゴケーキイチゴケーキイチゴケーキイチゴケーキ

キャラメルプリンキャラメルプリンキャラメルプリンキャラメルプリン

甘酒甘酒甘酒甘酒ティラミスティラミスティラミスティラミス

チーズケーキチーズケーキチーズケーキチーズケーキ
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ふみふみ 萌気園大和通所介護
地蔵の湯

萌気園大和通所介護
地蔵の湯

　

母
は
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
生
き
て

き
て
、
今
年
の
２
月
で
め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ま

し
た
。
同
じ
村
の
父
と
昭
和
22
年
に
結
婚
し
、
新

宅
と
し
て
新
婚
生
活
を
ス
タ
ー
ト
。

　

昭
和
26
年
に
周
り
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
一
大
決

心
で
商
店
を
始
め
、
主
に
食
料
品
や
、
日
用
雑
貨

を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
生
活
の
た
め
に
始
め
た

商
売
で
し
た
が
、
村
に
塩
魚
な
ど
を
売
り
に
行
く

こ
と
が
恥
ず
か
し
く
て
辛
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
た
ば
こ
・
お
酒
・
塩
の
免
許
を
取

得
し
、
簡
易
郵
便
局
も
開
局
。
周
囲
で
の
Ｋ
Ｃ
Ｋ

工
場
進
出
、
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
ス
キ
ー

場
の
開
業
な
ど
が
追
い
風
と
な
り
、
店
も
順
調
に

進
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

商
売
に
加
え
、
子
供
４
人
の
子
育
て
に
、
家
事

と
、
ど
れ
も
手
を
抜
か
ず
に
一
生
懸
命
励
ん
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
働
き
者
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で

今
で
も
健
康
で
、
畑
の
草
取
り
な
ど
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
週
３
回
「
地
蔵
の
湯
」
さ
ん
に
お
世
話

に
な
り
、
大
好
き
な
相
撲
を
見
た
り
し
て
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。

利
用
者　

井
口　

ノ
ブ

家
族　
　

井
口　

典
男

うちの利用者さんうちの利用者さん 通所リハビリセンター浦佐通所リハビリセンター浦佐
　

こ
こ
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
浦
佐
は
40
歳
代
か
ら
１

０
３
歳
。
平
均
年
齢
80
．２
歳
の
中
、
真
由
美
さ
ん

は
平
均
年
齢
を
大
き
く
下
回
り
、
何
歳
と
は
言
い
ま

せ
ん
が…
若
手
中
の
若
手
で
す
。

　

今
の
体
力
を
維
持
し
て
、
お
風
呂
や
ト
イ
レ
等
、

自
分
で
で
き
る
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
目
標

の
為
そ
の
為
に…

・
個
別
運
動　
　
　

・
歩
行
練
習

・
セ
ン
タ
ー
内
40
Ｍ
を
４
周
２
セ
ッ
ト

・
マ
シ
ン
運
動
８
種
類
を
２
セ
ッ
ト　

・
自
転
車
こ
ぎ

・
レ
ッ
ト
コ
ー
ド
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

た
く
さ
ん
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

普
段
車
椅
子
で
の
生
活
を
し
て
い
ま
す
が
、
利
用

中
は
な
る
べ
く
杖
で
の
歩
行
を
多
く
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
真
由
美
さ
ん
の
歩
い
て
い
る
姿
を
み
て
、
周

り
の
利
用
者
さ
ん
達
も
頑
張
ろ
う
！
と
、
刺
激
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
職
員
も
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
み
て
負
け
て
ら
れ
な
い
！
と
い
つ
も
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
に
通
う
諸
先
輩
方
は
と
て
も

パ
ワ
フ
ル
で
す
が
、
若
手
も
負
け
ず
パ
ワ
フ
ル
に
行

き
ま
し
ょ
う
！

　

個
別
担
当　

大
淵
よ
り　

自
分
の
体
の
こ
と
を
よ

く
わ
か
っ
て
い
て
、
い
つ
も
一
生
懸
命
に
運
動
に
取

大塩　真由美　様大塩　真由美　様

　

今
月
よ
り
も
え
ぎ
新
聞
委
員

に
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
、曼
陀
羅
華
の
松
井
真

理
子
で
す
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、他

職
種
か
ら
介
護
の
世
界
に
入
り
、

４
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
生
活
で
は
子
供
た
ち
も
進
学

や
就
職
で
自
立
し
、自
宅
で
季

節
の
行
事
を
楽
し
む
こ
と
も

減
っ
て
き
た
中
、曼
陀
羅
華
で
は

季
節
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

行
事
が
多
く
、利
用
者
さ
ん
と
一

緒
に
行
事
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
　

最
近
で
は
、３
月
の
ひ
な
祭

り
行
事
を
行
い
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、重
い
腰
を
あ
げ
、数

年
ぶ
り
に
我
が
家
に
も
ひ
な
人

形
を
飾
り
、あ
ら
た
め
て
日
本
な

ら
で
は
の
季
節
を
感
じ
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒

に
楽
し
み
な
が
ら
よ
り
明
る
い

生
活
を
し
て
行
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編 集 後 記編 集 後 記 萌気園二日町診療所　曼陀羅華
松井　真理子

り
込
ん
で
い
る
真
由

美
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
、
体
力
筋
力
を
維

持
し
て
い
け
る
様
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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